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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 〇全国平均を上回った種目 

握力 

 

〇全国平均を下回った種目 

上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、20ｍシャ

トルラン、50ｍ走、立ち幅跳び、ハンドボール投げ 
・男女ともに全国平均を下回った種目が多くみられた。 

 
〇全国平均を上回った種目 

握力、長座体前屈 

〇全国平均を下回った種目 

上体起こし、反復横跳び、20ｍシャトルラン、50

ｍ走、立ち幅跳び、ハンドボール投げ 

・運動が好き・運動は大切なものと回答する子どもは多

数いるものの、新体力テストの結果には結びついてい

るとは言い難い。 

 ・「運動やスポーツをすることが好き」と回答 

する子どもの割合 

今回 男子：95.2％  女子：66.1％ 

前回 男子：86.7％  女子：78.8％ 

・「保健体育の授業で学習したことに気を付けた生

活を送れている」と回答する子どもの割合 

男子 全国：79.0%    本校：76.1% 

女子 全国：70.5%    本校：54.3% 

・授業を通して、運動の大切さを伝える工夫を行 

い、主体的に取り組む生徒を増やすようにす 

る。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

〇学校独自の生徒アンケートや保護者アンケート等の活用  

○全国体力・運動能力、運動週間調査の活用 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

体力・運動能力

＜女子＞ 

具体的な

取組 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

・１人１台の端末を有効活用した

学習活動を推進し、子どもが自

らの課題を発見し、目標をもっ

て取り組めるようにする手立て

を工夫する。 

・保健体育科教師間の情報共有を

推進する。 

・主体的・協働的に学ぶ学習形態 

を工夫する。 

・準備運動の工夫により運動の 

質・量を確保する。 

・自己の興味・関心に応じて、運

動の仕方を工夫する学習ができ

るようにする。 

 

 

 

 

・他教科とのつながりを年間指導計画 

で確認し、多岐にわたり活用しなが 

ら健康教育の推進を行う。 

 

・感染症や熱中症対策について環境を 

整備し、生徒が自ら意識できるよう 

に推進する。 

 

・養護教諭や外部講師の専門性を生か 

した健康や性に関する指導。 

 

 

 

・昼休みにおける体育館遊びを実施

することで運動機会を創出する。 

 

・保体常任委員会と連携し、体を動か

す機会を確保できるようにする。 

 

・各学年ごとに体育大会を実施し、学

年内で交流しながら、体を動かす

機会の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 


